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調査

観光客が低迷する早春の名物イベントとしてスタートした土佐の「おきゃく」は、今年で第17回

目の開催となった。2024年３月２日（土）～10日（日）の９日間、高知市中心商店街を中心に、宴

（うたげ）、ラリー、市（マーケット）、音楽・踊り、アート＆カルチャー、スポーツなど40を超え

るイベントで賑わった。



～土佐の「おきゃく」Q＆A～
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高知ならではのご当地グルメや地酒などを楽しめる土佐の「おきゃく」



16



四銀経営情報 2024.７

音楽、よさこい踊りなど、様々なイベントが楽しめる
（左：ラ・ラ・ラ春まつり、右：よさこい春の舞）

はりまやの大おきゃく 安芸のおきゃく
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様々な皿鉢料理が展示される「南国土佐皿鉢祭」

NIGHT倶楽部魚の棚商店街 ハマスイおきゃく（桂浜水族館）



18



四銀経営情報 2024.７

【要旨】

● 2024年３月２日（土）～10日（日）の９日間、17回目の通常開催となる土佐の「おきゃく」が

開催された。

● 土佐の「おきゃく」2024の来場者数は90,186人、経済波及効果は10億3,486万円となった。コ
ロナ５類移行前で、感染症対策を十分に施しながら開催された前回2023年と比較して、期間中

のイベント数が大幅に増えた（2023年：28イベント→2024年：43イベント）ほか、中央公園以

外の地域で多様なイベントが開催されたことにより、来場者数・経済波及効果ともに2006年の

調査開始以降最大となった。また土佐の「おきゃく」期間中の休日４日間、メインイベントが

開催された中央公園では、2023年の２倍以上の来場者となり、コロナ前の水準を大幅に上回っ

た。

● 今後も魅力的なイベントを様々な地域で多数開催し、効果的な情報発信を行うことで、県内の

幅広い地域に「おきゃく」の効果が広がっていくことが期待される。

土佐のお座敷体験
土佐のお座敷遊びに欠かせない

「はし拳」「可杯（べくはい）」「菊の花」



はじめに
本報告書は、高知県の食文化を体験できる早春の一大イベント、土佐の「おきゃく」によって高知県
経済にもたらされる経済波及効果を調査・把握し、高知県観光振興の一助を担うことを目的とする。

１．土佐の「おきゃく」開催の経緯
2005年、土佐経済同友会観光振興委員会において、高知県の観光振興策を議論するなか、四季折々、
観光誘客が図れるスーパーイベントを開催することが観光振興には欠かせない、との結論に達した。高
知県には、春の「お城祭り」、夏には「よさこい祭り」というスーパーイベントがあり、秋には「龍馬
誕生祭」があるものの、冬は「南国土佐皿鉢祭」だけで、ボリュームと奥行きに欠けるとの認識があっ
た。
そのような中、観光客数が低迷する冬場に観光客数を増加させるスーパーイベントを開催し、高知県
の観光振興を図るとともに、高知県経済への波及効果を狙い、高知の元気へつなげていこうと、2005年
９月、「NPO法人高知の食を考える会」、「土佐経済同友会観光振興委員会」などが中心となって事務
局を立ち上げた。その後、運営において実質的な役割を果たす「実行委員会」が発足。実行委員会をサ
ポートし、円滑な事業運営のための後方支援組織として「推進会議」が発足した。
そして2006年に、３月２日のプレ開催日を含め12日まで第１回目の土佐の「おきゃく」2006が開催さ
れた。以降、毎年３月初旬に開催されている。

２．土佐の「おきゃく」2024概要
（１）イベント名称 土佐の「おきゃく」2024
（２）開催期間 2024年３月２日（土）～３月10日（日）の９日間
（３）会場 中央公園他
（４）出店団体 93団体
（５）同時開催 第10回全国漫画家大会議 in まんが王国・土佐（３月２日）

高知県の自然豊かな食材を使った料理や地酒などが堪能できる「ご当地グルメ屋台村」や「土佐の大
座敷」、アーケード内にこたつと七輪が設置され、ゆっくり座って家族やパートナー、友人などで楽し
める「はりまやの大おきゃく」など、「食」をはじめ、「アート」、「スポーツ」、「文化」などをテーマに、
延べ43のイベントが行われた。また、「第10回全国漫画家大会議 in まんが王国・土佐」とのコラボイベ
ントが開催された他、「安芸のおきゃく」や「桂浜おきゃく花のフードフェス～桂浜公園周年祭～」など、
高知市中心市街地以外でのイベントの広がりもあり、県内外から多くの来場者で賑わった。
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３．土佐の「おきゃく」2024スケジュール
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４．経済波及効果の推計における前提条件
（１）「2015年（平成27年）高知県産業連関表」をもとに、高知県（産業振興推進部統計分析課）が作
成した「県経済波及効果簡易分析ツール（イベント開催用）」を用いて、経済波及効果（生産誘発額）
の推計を行った。
従って、2016年以降の産業構造の変化や物価動向については勘案していない。

（２）総消費支出額（直接需要額）の算定については、イベント実施企業や団体、及び来場者に対して
ヒアリング、アンケート調査を行った。
●調査対象企業（団体）数 93 回答企業（団体）数 54 回収率58.1％
●来場者アンケート数 300
（土佐の「おきゃく」期間中のうち、2024年３月９日（土）、３月10日（日）の２日間、中央
公園にて実施）

（３）直接の消費需要により必要とされる消費財の一部のものについては、高知県外からの移輸入に
よって賄われるものとし、その他のものは自給可能とした。

（４）来場者数
来場者数は、メインイベントが開催された中央公園での集計（３月２～３日、３月６日、３月８
～10日の６日間）をベースに、来場者、イベント実施企業・団体からのアンケート結果を踏まえ推
計した（図表－１）。
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なお今回の調査は、あくまでも土佐の「おきゃく」2024の経済波及効果調査であり「観光入込客数調
査」ではないため、土佐の「おきゃく」2024の全43イベント（調査団体（企業）数93）の購入客、参加者、
観光客のみを対象とした。
例えば、「土佐のお座敷体験、土佐の酒肴」に参加した観光客は、明らかに「土佐のお座敷体験、土
佐の酒肴」に参加したい意思を持って来場しているため、全員来場者数としてカウントする。一方、「ひ
ろめ deおきゃく」のような、土佐の「おきゃく」用の特別な囲いもなく、イベント名（土佐の「おきゃ
く」）を付しただけのイベントにおいては、その多くは土佐の「おきゃく」のイベントであることを理
由に来場していないと考えられ、単純な延べ人数を土佐の「おきゃく」の来場者数とするのは過大集計
となる。
イベントの場合、土佐の「おきゃく」開催期間中に来場された観光客のうち、「インターネットや雑
誌記事、テレビなどをみて行きたいと思った」「知らずに来たが、開催していることを知りイベントに
参加した」人たちを土佐の「おきゃく」の来場者数としてカウントすることがより正確となるため、今
回もそれに則り集計した。
また、同日開催で同一人が重複してイベントに参加、食事、観覧した可能性があることから、回答の
あった全てのイベントごとに来場者数、観光消費額などを調査、補正の上集計した。

（５）一人当たり観光消費額
一人当たりの観光消費額は、来場者へのアンケート結果を踏まえ推計した（図表－２）。
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図表－２ 一人当たり観光消費額推計

図表－１ 来場者数推計

※各構成比は小数点第２位以下を四捨五入しているため、合計値は100％とならない



（６）土佐の「おきゃく」2024の総消費支出額（直接需要額）
土佐の「おきゃく」2024の総消費支出額（直接
需要額）推計は、８億5,701万円となった。内訳
を見ると、来場者による観光消費額（来場者数、
一人当たりの観光消費額などの推計をベースに算
出）が８億3,044万円、主催者・参加企業（団体）
による直接経費が2,657万円となった。（図表－
３）。

５．経済波及効果について
イベントが開催されると、それに伴った様々な需要が発生し、地域全体に経済的な影響を及ぼすが、
こうした経済波及効果は、主に３つに大別される（図表－４）。
（１）直接効果

直接効果とは、当初需要により生じる最初の生産増加額を指す。
具体的には、下記のような総消費支出額（直接需要額）のうち、県内で調達できるものについて
生じる効果となる。調達できない一部の需要については県外から移輸入してくることになり、県内
での生産活動には結びつかないため、経済波及効果の分析上では除外する。

（２）間接１次波及効果
間接１次波及効果とは、直接効果によって生産が増加した産業で必要となる原材料など（財や
サービス）を満たすために、新たに発生する県内生産の誘発効果を指す。例えば、自動車100台分
の需要が増加し、全て県内で賄えた場合、直接効果としては車100台分の金額となるが、車を製造
するために使われる部品（タイヤ・エンジンなど）、そしてその部品を作るための材料（鉄、ガラ
スなど）が波及的に生産される。このうち、県内で波及的に生産された部品や材料などの総額が間
接１次波及効果となる。

（３）間接２次波及効果
直接効果、並びに間接１次波及効果により雇用者所得が増加すると、一定の割合で消費支出に回
されるため、県内の各産業で更なる生産が誘発される。この経済波及効果を間接２次波及効果とい
う。
なお、直接効果、間接１次波及効果によって生じる付加価値は、雇用者所得のほかに企業利益に
相当する営業余剰がある。雇用者所得に対する消費の比率（消費性向）はある程度安定的であるが、
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図表－３ 総消費支出額（直接需要額）内訳

【イベント主催者が直接支出する経費】
パンフレット作成のための印刷・編集費、会場の展示・装飾費用、会場費、レセプション費用、

スタッフのための飲食費・交通費、アルバイトなどの臨時雇用費用など。

【来場客（観光客）が個人的に支出する消費】
宿泊費、飲食費、買い物費、会場までの交通費、観光・レジャー費など。



営業余剰に対する企業の支出（設備投資など）は安定的でないことから、間接２次波及効果の計算
に当たっては、一般的に営業余剰は対象外とする。

６．経済波及効果は10億3,486万円（直接効果に対し1.50倍）
（１）経済波及効果

土佐の「おきゃく」2024における経済波及効果は10億3,486万円となった。内訳は、直接効果６
億8,987万円、間接１次波及効果２億3,055万円、間接２次波及効果１億1,444万円となり、直接効
果に対する経済波及効果は1.50倍となった（図表－５）。
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図表－４ 土佐の「おきゃく」2024 経済波及効果推計の流れ

図表－５ 土佐の「おきゃく」2024の経済波及効果



（２）粗付加価値額誘発額 ５億6,003万円、本県名目ＧＤＰの押し上げ効果0.0236％
経済波及効果により生じる粗付加価値誘発額は、５億6,003万円となった。
その内訳は、直接効果が３億7,064万円、間接１次波及効果が１億3,660万円、間接２次波及効果
が7,783万円となった。これは、令和３年（2021年）度県内総生産（名目）２兆3,764億円に対し、
0.0246％の押し上げ効果があったことになる。

（３）雇用者所得誘発額 ２億9,977万円、雇用効果 133人
粗付加価値額のうち、雇用者に分配される雇用者所得誘発額は、２億9,977万円となった。この
雇用者所得誘発額が、それぞれの産業の雇用創出にも影響を及ぼす場合、雇用者数を県内総生産で
除して得られる雇用係数を用いて、雇用効果を算出すると、133人の雇用効果を創出したことにな
る。
※雇用者総数＝有給役員＋常用雇用者＋臨時・日雇

（４）税収効果 3,491万円（県税1,511万円、市町村税1,980万円）
土佐の「おきゃく」2024がもたらす税収効果について、高知県全体で得られる効果を算出した結
果、高知県税として1,511万円、高知県内の市町村税として1,980万円、計3,491万円となった。

７．前回（2023年）との比較
前回（2023年）と比較すると、土佐の「おきゃく」2024開催による直接効果は２億8,151万円（＋
68.9％）の増加、間接１次波及効果・間接２次波及効果を含めた経済波及効果は４億1,522万円（＋
67.0％）の増加となった（図表－６）。また、来場者数は９万186人と前回と比べ約2.1倍の増加、コロ
ナ前の2019年と比較しても22.1％の増加となった（図表－７）。コロナ５類移行前で、感染症対策を十
分に施しながら開催された前回と比べて、経済波及効果、来場者数が大幅に増加し、土佐の「おきゃく」
が始まった2006年以降最も大きくなった。
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図表－６ 経済波及効果の比較



※各構成比は小数点第２位以下を四捨五入しているため、合計値は100％とならない

一人当たりの観光消費額を見ると、全ての属性において前年比で増加した。特に、県外日帰り観光客
は土産代などを中心に大幅に増加し、全体で前年比3,601円（44.1％）増となった。また、全ての属性
において「飲食費」が前年比で増加しており、営業時間の制限がなく、幅広い地域で多様なイベントが
開催されたことによる効果が表れていると考えられる（図表－８）。
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図表－７ 来場者数内訳の比較

図表－８ 一人当たり観光消費額の比較



また、2006年以降の推計データと比較すると、一人当たりの観光消費額は、県内日帰り客の割合が増
加し、相対的に消費単価が減少したことから、前年比806円（▲10.1％）の減少となったものの、３番
目に大きい結果となった（図表－９）。

おわりに
土佐の「おきゃく」2024はイベント数を前年から大きく増やすとともに（2023年：28イベント→2024
年：43イベント）、「安芸のおきゃく（安芸市）」や「高知県東部でどぶろくお客列車（土佐くろしお鉄道、
ごめん・なはり線）」、「物部川流域まったりお酒バスツアー（南国市・香美市・香南市）」、「ハマスイお
きゃく（桂浜水族館）」など、中央公園以外の幅広い地域でイベントが開催された。また、県内外への
ポスター設置、各種 SNS（Instagram、Facebook）にて例年以上の情報発信を行ったことで、過去最
高の来場者数・経済波及効果となった。今後も魅力的なイベントを多数開催し、効果的な情報発信を行
うことで、県内の幅広い地域に「おきゃく」の効果が広がっていくことが期待される。

【参考資料①】キャッシュレス決済の活用について
公益財団法人NIRA 総合研究開発機構の「キャッシュレス決済実態調査2023（速報）」によると、個
人の消費支出額におけるキャッシュレス決済比率は70.6％となり、2018年に同機構が実施した調査と比
較して19.3％増加した。また決済手段の内訳をみると、「QR バーコード＋タッチ決済」については
0.7％（2018年）から9.2％（2023年）と約13倍以上に伸びており、主要な決済手段となりつつある（図
表－10）ほか、「クレジットカード」の比率も31.0％（2018年）から41.1％（2023年）と10.1％増加し
ており、現金での支払比率29.4％（100％－70.6％）を大きく上回った。
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図表－９ 経済波及効果、来場者数、一人当たり観光消費額の推移



（資料）NIRA総合研究開発機構（2023）「キャッシュレス決済実態調査2023（速報）」

また、コロナ禍を経て「キャッシュレスで支払う方が多くなった」と回答した人が23％となり、コロ
ナ禍以前からキャッシュレスで支払っている人を含めると75％となった（図表－11）。このことから、
キャッシュレス決済の導入は、来場者の支払手段として必須条件となりつつある。

（資料）NIRA総合研究開発機構（2023）「キャッシュレス決済実態調査2023（速報）」

一方出店者側にとっても、キャッシュレス決済導入により、「支払時間の削減」というメリットが生
まれる。2019年に株式会社ジェーシービーが実施した「決済速度に関する実証実験」によると、現金の
レジ支払（レジ担当者の金額口頭提示から、商品・レシートのお渡しまでに要した時間）が平均28秒か
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図表－10 個人の消費支出額におけるキャッシュレス決済比率

図表－11 コロナ禍の前後での支払い方法の変化



かったのに対し、QRコード決済は平均17秒、クレジットカード（サインレス）が平均12秒、電子マネー
（QUICPay）は平均８秒で決済が完了した（図表－12）。例えば、来客数が１日あたり500人の店舗が
QRコード決済を導入すれば、約75分の時間短縮となり、調理や接客など他の業務に割ける時間が増え
るだけでなく、混雑緩和により機会損失を防ぐこともできる。今回株式会社 NTT ドコモの提供によ
り、中央公園イベント出店者の決済手段として「d払い」が提供されたが、例えば「楽天ペイ」「d払い」
「au PAY」などが統一QRコードで利用できる統一規格「JPQR」を用いた決済手段を活用することに
より、出店者の業務負担や初期投資を抑えながら、キャッシュレス化を進めていくことが求められる。

（注１）「QUICPay」を指す
（注２）サインレスによる決済
（注３）代表的なQRコード決済サービスより４種類使用し測定
（資料）株式会社ジェーシービー（2019）「決済速度に関する実証実験結果」

【参考資料②】来場者アンケート調査結果1

（１）年齢
土佐の「おきゃく」2024来場者の年齢は、「50代」が31.3％と最も多く、次いで「40代（23.9％）」、

「60代（13.1％）」となった。20代や50代の来場者が増加し、コロナ前の2019年を上回った一方、30
代は前回2023年よりも1.3％減少した。

（２）性別
来場者の性別は、「女性」が61.2％と、「男性（38.8％）」を大きく上回った。例年女性の来場者
が多い傾向にある。
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図表－12 決済手段別の決済速度

1 構成比は少数点第２位以下を四捨五入しているため、合計値は必ずしも100％とならない。



（３）何回目の参加か
これまでに、土佐の「おきゃく」に何回参加したかを尋ねたところ、「１回」が31.2％で最も多
くなった。一方「２回目」以上のリピーターの割合は、2019年：59.1％→2023年：59.5％→2024年：
68.8％と増加傾向にある。

（４）同行者の属性
同行者の属性について尋ねたところ、「家族・パートナー」と来場した人が全体の56.2％を占め、
次いで「友達、仲間」が26.8％、「職場」が2.9％となった。コロナ禍を経て、「友達、仲間」の割
合が回復した一方、「職場」の割合は回復していない。

（５）出発地
県外観光客に対し出発地を尋ねたところ、香川県が22.2％と最も大きくなった。また大阪

（13.3％）や兵庫（11.1％）など、関西圏の割合が増加している。引き続き関西圏を中心に、直行
便のある福岡、愛知、台湾などにも情報発信をすることにより、更なる観光客の入込が期待される。
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（６）①何で知ったか（複数回答）
土佐の「おきゃく」を何で知ったかについて尋ねたところ、「新聞・テレビ・ラジオ」が43.6％
と最も大きくなった。「SNS」による認知は、例年以上の情報発信により、前回2023年の２倍程度
（16.1％）となった。大多数を県内客が占めることから、2024年においても「新聞・テレビ・ラジオ」
の割合が一番多くなっている。また、「ポスター・ガイドブック」の認知は減少傾向にある（2019
年：17.2％→2023年：16.0％→2024年：11.5％）。
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②何で知ったか（県外客のみ、複数回答）
県外客については、「SNS」、「口コミ」が20.8％、「新聞・テレビ・ラジオ」が15.8％、「ポスター・
ガイドブック」が9.9％となった。「SNS」での積極的な情報発信により、県外来場者にも認知され
たほか、知人などからの純粋な「口コミ」による来場者が多く、土佐の「おきゃく」の満足度の高
さが、新たな県外客を呼び込む要因となっていると推察される。また、「その他」の項目では、「毎
年来ている」といったリピーターの回答のほか、現地で土佐の「おきゃく」を知り参加したという
回答もみられた。
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